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【
杉
並
・
書
記
・
喜
多
正
之

通
信
員
】
井
荻
分
会
は
、
杉
並

区
の
北
西
部
を
活
動
地
域
に
し

て
い
ま
す
。
今
年
2
月
に
支
部

全
体
の
分
会
再

編
に
よ
り
、
旧

井
草
分
会
の
全

域
と
、
旧
善
福

寺
分
会
の
一
部

地
域
の
合
併
で
誕
生
し
た
ば
か

り
、
6
月
1
日
付
で
4
1
3
人

の
分
会
で
す
。

分
会
長
の
高
橋
孝
志
さ
ん
は

釣
り
が
大
好
き
で
、
多
忙
な
タ

イ
ル
工
事
の
本
業
と
組
合
活
動

の
合
間
を
縫
っ
て
は
海
釣
り
に

出
か
け
、
釣
果
は
、
会
議
後
セ

ン
タ
ー
で
の
飲
み
会
の
時
に
分

会
の
仲
間
と
楽
し
む
ほ
か
、
行

き
つ
け
の
お
店
に
持
ち
込
ん
だ

り
も
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
高

橋
さ
ん
の
回
り
を
、
町
場
の
塗

装
屋
で
あ
る
三
谷
明
書
記
長
を

は
じ
め
、
多
く
の
仲
間
が
支
え

て
い
ま
す
。

春
の
仲
間
づ
く
り
月
間
（
拡

大
）
で
は
、
鍛
冶
工
の
大
島
修

一
組
織
部
長
、
内
装
業
の
松
田

栄
一
支
部
執
行
委
員
を
中
心
に

仲
間
を
訪
問
。
初
企
画
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
つ
き
チ
ラ
シ
を
届
け
き

り
、
目
標
を
3
人
超
え
る
19
人

の
加
入
で
1
月
比
実
増
を
達
成

し
ま
し
た
。

6
月
9
日
の

住
宅
デ
ー
は
分

会
再
編
後
初
め

て
の
対
外
的
な

行
事
で
し
た
。
新
た
に
就
任
し

た
解
体
業
の
森
田
不
二
夫
仕
事

技
術
対
策
部
長
を
先
頭
に
、
地

域
に
案
内
看
板
を
立
て
、
チ
ラ

シ
を
配
る
な
ど
事
前
宣
伝
に
も

大
き
く
取
り
組
み
、包
丁
研
ぎ
、

お
も
ち
ゃ
販
売
、
綿
ア
メ
な
ど

の
ほ
か
、
初
の
試
み
と
し
て
塗

装
体
験
も
行
な
い
ま
し
た
。

元
善
福
寺
分
会
側
か
ら
参
加

し
た
大
平
義
道
名
誉
中
執
が
新

た
な
小
物
入
れ
、
ミ
ニ
椅
子
キ

ッ
ト
を
準
備
し
、
木
工
教
室
も

華
や
か
に
な
り
、
住
民
に
い
っ

そ
う
喜
ば
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
な

り
ま
し
た
。

再
編
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
ば

か
り
で
す
が
、
新
し
い
仲
間
の

つ
な
が
り
を
広
げ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
経
験
を
活
か
し
、
こ
れ
か
ら

の
飛
躍
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

【
台
東
・
書
記
・
佐
藤
文
哉
記
】

1
会
場
開
催
と
な
っ
て
か
ら
4
回

目
の
台
東
支
部
の
住
宅
デ
ー
は
、

今
回
も
台
東
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
隣
接
の
「
金
竜
公
園
」
に
て
、

6
月
30
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

例
年
好
評
の
焼
き
そ
ば
や
か
き

氷
な
ど
の
飲
食
、
射
的
や
輪
投
げ

ゲ
ー
ム
な
ど
の
模
擬
店
を
今
回
も

用
意
。
ま
た
木
工
教
室
な
ど
の
体

験
型
企
画
に
、
今
回
は
職
人
技
の

お
披
露
目
と
し
て
「
網
戸
の
張
替

え
」「
ク
ロ
ス
貼
り
」「
イ
ン
パ
ク

ト
ド
ラ
イ
バ
ー
」
を
設
け
、
来
場

者
に
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
回
、
一
番
の
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
て
い
た
の
は「
親
子
木
工
教
室
」

で
す
。
参
加
者
の
親
御
さ
ん
か
ら

は
「
子
ど
も
が
実
際
に
工
具
を
使

っ
て
作
る
と
い
う
機
会
は
な
か
な

か
な
い
か
ら
新
鮮
」
「
子
ど
も
が

あ
ん
な
に
上
手
に
工
具
を
使
え
る

な
ん
て
意
外
だ
っ
た
」
な
ど
の
感

想
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

初
開
催
の
ク
ロ
ス
張
り
体
験
、

網
戸
の
張
替
体
験
、
イ
ン
パ
ク
ト

ド
ラ
イ
バ
ー
体
験
で
は
、
『
難
し

い
け
ど
楽
し
か
っ
た
』
な
ど
の
お

声
を
頂
き
、
職
人
の
技
術
力
を
ア

ピ
ー
ル
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
ま
す
。

総
来
場
数
は
約
2
0
0
人
。
事

前
の
案
内
ハ
ガ
キ
や
近
隣
に
配
っ

た
新
聞
チ
ラ
シ
の
効
果
か
、
各
ブ

ー
ス
、
人
の
流
れ
が
途
切
れ
な
い

一
日
で
し
た
。
午
前
8
時
の
設
営

か
ら
始
ま
り
、
終
始
雨
模
様
で
あ

っ
た
住
宅
デ
ー
。
そ
れ
で
も
開
催

中
は
、
大
雨
は
降
ら
ず
に
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
本
部
・
末
浪
明
子
記
】
年
金

は
老
後
の
生
活
を
支
え
る
上
で
必

要
不
可
欠
な
制
度
で
す
。し
か
し
、

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
は
満
額

で
も
6
万
5
0
0
8
円
（
2
0
1

9
年
4
月
よ
り
）
に
過
ぎ
ず
、
さ

ら
に
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
、

キ
ャ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
制
度
の
導
入

な
ど
年
金
改
悪
が
進
め
ら
れ
て
き

て
い
ま
す
。
こ
の
金
額
は
、
安
心

し
て
老
後
の
生
活
を
で
き
る
水
準

で
は
な
く
、
仲
間
が
不
安
を
抱
え

生
活
し
て
い
ま
す
。

今
年
4
月
に
全
て
の
地
域
型
と

全
建
総
連
含
む
22
の
職
能
型
の
国

民
年
金
基
金
が
合
併
し
て
発
足
し

た
「
全
国
国
民
年
金
基
金
」
は
、

自
営
業
・
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
み
な

さ
ん
の
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ

す
る
積
立
て
方
式
の
年
金
制
度

で
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

て
い
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
加
入

で
き
ま
す
（
免
除
申
請
し
て
い
る

方
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
）
。
65
歳

か
ら
生
涯
受
け
取
る
終
身
年
金
が

基
本
で
す
の
で
、
長
い
老
後
の
生

活
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

掛
金
は
税
制
上

の
優
遇
も
あ
り

ま
た
、
掛
金
は
、
家
族
分
も
含

め
て
全
額
社
会
保
険
料
控
除
、
受

け
取
る
年
金
は
公
的
年
金
控
除
の

対
象
に
な
る
な
ど
、
税
制
上
の
優

遇
も
あ
り
ま
す
。

ご
自
身
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
と
あ

わ
せ
て
、
自
由
に
年
金
タ
イ
プ
や

受
給
額
を
設
定
で
き
ま
す
し
、
年

金
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
、
万
が
一
亡

く
な
っ
た
と
き
家
族
に
遺
族
一
時

金
が
支
給
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。個

人
型
確
定
拠
出
年
金
（
ⅰ
Ｄ

ｅ
Ｃ
ｏ
）
な
ど
の
私
的
年
金
と
比

較
し
て
も
優
れ
た
制
度
で
国
民
年

金
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
、
加

入
を
お
勧
め
し
ま
す
。
興
味
・
関

心
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
支
部

事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
日
野
・

書
記
・
島
津

竜
也
記
】
第

42
回
住
宅
デ

ー
を
7
月
7

日
、
支
部
独

自
開
催
日
と

し
て
市
内
5

会
場
で
開

催
。
日
野
支

部
で
は
今
年

で
4
年
目
に

な
り
ま
す

が
、
春
の
諸

運
動
（
拡
大

運
動
）
を
考
慮
し
7
月
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

今
年
の
住
宅
デ
ー
で
は
、
以
下

の
4
点
を
重
点
課
題
と
し
て
実
行

委
員
会
で
確
認
し
取
り
組
み
ま
し

た
。
①
技
術
技
能
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
で
職
域
防
衛
、
信
頼
づ
く

り
を
す
す
め
る
。
②
建
設
業
の
魅

力
を
伝
え
る
た
め
「
建
設
業
職
業

体
験
」
を
実
施
。
③
減
災
防
災
活

動
の
位
置
付
け
。
④
住
宅
相
談
コ

ー
ナ
ー
の
充
実
。

前
日
か
ら
降
り
続
く
雨
の
中
で

の
開
催
に
な
り
、
各
会
場
は
来
場

者
が
少
な
い
状
況
で
し
た
が
、
事

前
に
配
布
し
た
チ
ラ
シ
を
み
て
、

雨
の
中
「
塗
装
体
験
」
や
「
タ
イ

ル
ア
ー
ト
」
を
目
的
に
来
場
し
た

子
ど
も
た
ち
も
い
ま
し
た
。

各
分
会
の
組
合
員
・
家
族
の
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
各
会
場
と

も
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
無
事

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
杉
並
・
書
記
・
山
上
薫
平
記
】

杉
並
支
部
泉
南
分
会
は
6
月
23

日
、
妙
法
寺
夏
の
ふ
れ
あ
い
祭
り

と
共
催
で
住
宅
デ
ー
を
妙
法
寺
境

内
で
開
催
。
今
回
は
、
組
合
員
、

家
族
42
人
が
参
加
し
、磯
辺
焼
き
、

輪
投
げ
、
バ
ザ
ー
、
ゴ
ム
風
船
の

お
も
ち
ゃ
販
売
、
包
丁
研
ぎ
な
ど

で
、
地
域
の
方
々
と
ふ
れ
合
い
大

い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

毎
年
、
一
番
人
気
の
輪
投
げ
は

の
べ
6
1
2
人
の
子
ど
も
が
挑
戦

し
ま
し
た
。
思
い
思
い
に
好
き
な

お
も
ち
ゃ
を
も
ら
い
、
境
内
で
友

達
と
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。ま
た
、

磯
辺
焼
き
、
バ
ザ
ー
、
包
丁
研
ぎ

も
好
調
。
包
丁
研
ぎ
は
朝
一
番
に

数
本
持
っ
て
こ
ら
れ
た
方
も
い

て
、
合
計
37
本
を
丁
寧
に
仕
上
げ

ま
し
た
。

仕
事
技
術
対
策
部
長
の
福
島
信

雄
さ
ん
は
「
今
年
の
2
月
に
分
会

再
編
を
経
て
、
初
め
て
の
住
宅
デ

ー
。
旧
3
分
会
の
仲
間
が
そ
れ
ぞ

れ
で
き
る
こ
と
に
協
力
し
て
く
れ

て
、
企
画
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
参
加
者
も
増
え
た

の
で
、
来
年
も
も
っ
と
充
実
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

求

人

４つの重点課題で

梅
雨
空
を
吹
き
飛
ば
し
住
宅
デ
ー
開
催

梅
雨
空
を
吹
き
飛
ば
し
住
宅
デ
ー
開
催

独自日程にして４年目

１８

名物分会名物分会

住宅デーの塗装体験

ファイルファイル

初
企
画
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

台東

「
難
し
い
け
ど
楽
し
い
」

杉
並
支
部
井
荻
分
会

日
野

合
併
で
誕
生
し
た
て

一番のにぎわいを見せた親子木工教室

再
編
で
参
加
者
ふ
え
た

杉並

新
旧
役
員
が
力
合
わ
せ
る

輪
投
げ
一
番
人
気合計37本を丁寧に

仕上げた包丁研ぎ

春の出陣式で団結ポーズの井荻分会の皆さん

長
い
老
後
生
活
に
備
え
て

年
金
基
金
に
加
入
を


